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研究成果の概要（和文）：本研究は複数の像から構成される一群の仏教尊像に関して、図像的典拠と工房内での分担製
作に着目するものであった。調査した作例は多岐にわたるが、その中からとくに重要と思われる①京都・海住山寺の四
天王立像②神奈川・称名寺の十大弟子立像③三重・佛勝寺の十二神将立像④広島・棲眞寺の二十八部衆立像について、
作品の基礎データを平成２８年３月発行の調査報告書に掲載した。また、特に十二神将像に着目し、ヴェネチア東洋美
術館、神奈川・鎌倉国宝館、神奈川・宝城坊の作例に関して、同報告書で基礎データの報告をするとともに、図像的典
拠と工房製作の問題に関して、考察を加えた。

研究成果の概要（英文）：This research examined Buddhist sculptures that were made in groups and considers 
their iconographic sources and the division of labor used in their production. Numerous cases were 
examined for this project, including the especially important examples of (1) Standing Four Guardian 
Kings at Kaijusen-ji, Kyoto, (2) Ten Great Disciples at Shomyo-ji, Kanagawa, (3) Standing Twelve Heavenly 
Generals at Bussho-ji, Mie, and (4) Twenty-eight Classes of Beings at Seishin-ji, Hiroshima. The data 
obtained from these studies were published in a report in March 2016. Special focus was made on groups of 
Twelve Heavenly Generals in the Museo d'Arte Orientale di Venezia, the Kamakura Museum of National 
Treasures, and Hojobo, Kanagawa. In addition to basic data, the report includes considerations on their 
icongraphic sources as well as issues pertaining to their production.

研究分野： 美術史
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１． 研究開始当初の背景 
研究代表者が本科研申請時に在籍してい

た京都国立博物館では、平成１９～２２年度
に『日本における木の造形的表現とその文化
的背景に関する総合的考察』というテーマの
もとで科学研究費による調査研究をおこな
った。そのなかで、京都・法界寺の十二神将
立像の調査をおこなったが、その際に多数よ
り構成される尊像群、たとえば四天王、八部
衆、十二神将などの図像的典拠や、複数の仏
師による分担製作の実態などについては、ま
だまだ研究が進んでいないことに気付いた。 
 これまでの仏教彫刻の研究においては、我
が国の平安時代後期以降の仏像は、基本的に
は定朝や運慶といった仏所（工房）を主宰す
る仏師のもとでの工房製作であることは、か
ねてより指摘されていたものの、多数の尊像
から構成される一群の像において、それぞれ
の担当仏師の違いにまで踏み込んで分類す
る研究は、これまでほとんどなされていなか
ったといってもよい。 
 また、図像的典拠についても、仏典に規定
のない、たとえば十二神将の像容に関し、こ
れまでいくつかの典拠は指摘されてきたも
のの、仏師ないしは発願者が、何を基準にそ
のような図像をあえて選択したのかという
ことに関してまで踏み込んでなされた研究
もほとんどなかったといってよいだろう。 
 
２． 研究の目的 
本研究のテーマにある多数尊から構成さ

れる仏教尊像とは、複数の像から構成され
る一群の像で、たとえば四天王、八部衆（二
十八部衆）、十大弟子、十二神将、十六羅漢
などをここでは指す。 
これらは、同時代の作品でも作品間での

変化をつけるためか、その形姿や持物など
には様々なヴァリエーションがある。しか
しそれらがどのような典拠（古典作品、図
像、儀軌等）に基づき、どのように組み合
わされているのかなどに関しては不明瞭と
いえる。 
また、研究当初の背景でも上述したごと

く、一群の作例の場合、仏所（工房）を主
宰する仏師のもとでの工房製作であること
はしられていたものの、工房における分担製
作の実態に関しては文献等もなく不明な点
が多い。したがって、実際の作例を精査し
て、その作風のわずかな違いを手掛かりに
分類を進める必要がある。 
本研究では、上記のごとく不明な点が多

く残されている多数尊より構成される尊像
群について、図像的典拠と工房における分
担製作の視点から、著名な作例、基準とな
る作例に加え、様々な作例についてあらた
めて詳細な調査をおこない、データを収集
したうえで、分析をおこなおうというもの
である。 

 
３． 研究の方法 

 
本研究では、四天王、八部衆、十大弟子、

十二神将、十六羅漢などの群像、それぞれ
において、まずは基準となる作例に関して、
データ（文献資料および写真資料）の収集
をはかり、必要に応じてそれら基準となる
作例の実地調査をおこなうことで、研究の
基礎となる情報を収集し、研究代表者、分
担者、連携研究者の間で共通の認識とする
ことをはかった。 
その上で、実地調査によって得られたあ

らたな作例のデータを整理検討し、基準と
なる作例との比較をおこなうことで、仏師
がいかなる図像的典拠によってその作例を
製作し、その典拠がどのような基準によっ
て選択されたものか、という点に関して考
察を進めた。 
また、豊富な作例が残る韓国においても

四天王、八部衆などの遺例を調査し、我が
国の図像との違いに関しても、比較検討を
おこなった。 
その一方で、各群像内における工房製作

の実態に関しては、目視による表面観察で
造形、装飾、技法などの違いを検討すると
ともに、レーザ光線による三次元計測で得
られたデータ等の科学的分析も援用し、客
観的な視点からの比較にも努めた。 
 
４．研究成果 
 初年度である平成２４年度には、鎌倉国宝
館・十二神将立像、神奈川称名寺・十大弟子
立像、愛知県美術館・神将形立像の調査をお
こない、京都国立博物館・十大弟子立像の三
次元計測をおこなった。 
 二年度である平成２５年度には、昨年度に
引き続き神奈川称名寺・十大弟子立像の調査
をおこない、すくなくとも仏師３名による分
担製作であることが分かった。また、高野山
霊宝館・四天王立像の調査をおこない、大仏
殿様四天王像の基準作例の貴重なデータを
得ることができた。大韓民国、ソウルおよび
慶州の国立博物館において調査をおこない、
同国の基準作例となる石造の四天王および
八部衆像について貴重なデータを得た。また、
京都浄福寺の釈迦如来立像（清凉寺式）につ
いて、Ｘ線透過撮影をおこない、構造の詳細
について知見を得た。 
 三年度である平成２６年度には、奈良国立
博物館で開催された『鎌倉の仏像』展、京都
国立博物館で開催された『南山城の古寺巡
礼』展、東京国立博物館で開催された『みち
のくの仏像』展において、図録解説等に本科
研の研究成果を反映した。また、出品された
彫刻作品に関し、あらためて詳細な調査をお
こない、関東、関西、東北のそれぞれ基準と
なる作例のデータを得ることができた。寺院
における調査としては、広島棲眞寺・二十八
部衆立像の調査をおこない、これが鎌倉時代
初期の慶派仏師による貴重な作例であるこ
とに気付いた。 



 最終年度である平成２７年度には、神奈川
宝城坊（日向薬師）・十二神将立像、三重佛
勝寺・十二神将立像の調査をおこない、平安
時代にさかのぼる貴重な作例の調査をおこ
なうことができた。その結果、前年度までに
調査した、鎌倉時代の十二神将像と比較検討
することが可能となった。海外の作例として、
ヴェネチア東洋美術館・十二神将立像の調査
をおこなった。 
 これらの調査の中から、特に重要と思われ
る 
① 京都・海住山寺 四天王立像 
② 神奈川・称名寺 十大弟子立像 
③ 三重・佛勝寺 十二神将立像 
④ 広島・棲眞寺 二十八部衆立像 
⑤ ヴェネチア東洋美術館 十二神将立像 
⑥ 神奈川・宝城坊 十二神将立像 
⑦ 鎌倉国宝館 十二神将立像 
に関しては、平成２８年３月に報告書を発行
し、その詳細をひろく研究者に公開した。 
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